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「

美

し

い

術

」
（
第
五

十
九

回

）

東

京

青

山
に
あ
る
美

術

館
に

立
ち

寄
り

、「

岡

倉
天

心

展
」
を
十

分

に
楽

し

ん
だ

。
縁

り
の

品
々
の

展

示

に
加

え
、
日
本
文
化
と
世
界
戦
略
に

つ
い
て
の
講
演
会
が
１０
数
回

も

あ

る

。
天

心

が

美

術

史

の

大

御

所

で

あ

る

の

は

知

っ
て

い
た

が

、
歴

史

的

な

業

績

に

触

れ

て

驚

嘆

し

て

し

ま
っ
た

。

天

心

は

７

歳

か

ら

英

語

を

習

い
、
１３

歳

で

東

京

開

成

学

校
（
現

東

京

大

学

）
の
一
期

生

に

。

当

時

、
初

め
て

の

大

学

卒

業

生

は

学

士

様

と

呼

ば

れ

る
ト
ス
プ
エ
リ

ー
ト
で

、

わ

ず

か

１８

歳

で

文

部

省

の

中
枢
幹
部
と
な
っ
た
。
漢
詩

や
文
学
、
芸
術
に
精
通
し
て
い

た
天

心

は

、
音

楽

取

調

掛

、
図

画

取

調

掛

を

務

め
、
2
8歳
で

東

京

美

術

学

校

長
ま
で
昇
り
つ
め
る
。

そ
の

後

、
日

本

美

術
院

の

設

立

や

イ
ン
ド
巡

礼

を

行
い
、
米

国

ボ
ス
ト
ン

美

術

館

の
常

勤

と
し
て

活

躍

。
代

表

的

な

名

著

が
「
Ｈ
エ
ｍ

∽
○
Ｏ
ｘ

Ｏ
ｍ

Ｈ
ｍ
ｙ
（
茶

の

本

）
」
で

あ

る

。
本

書

を

読

む

と

、
日

本

文

化

の

独

自

性

や

素

晴

ら
し

さ
が
詩
情
豊

か
に
語

ら
れ
、
人

間

と

自

然

の

調

和

が

説

か
れ

、
我

々

が
今

後

進

む
べ
き

方

向

性

を
示

唆

し
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

私
が
思
う
に
、
天
心
は
八

イ

ブ

リ
ッ
ド
の
天

才

で

な

い
か
と
思

う

。
生

ま

れ
と

育

ち
は
我

が

国
で

遺

伝

的

素

質

は
日

本

人

、
良

い
師

匠

に
よ
り
芸

術
の

才

能
が
伸

ば
さ

れ
た
ヨ

し

し
ょ
ご
き
ょ
う

Ｉ

ロ

ッ
パ

人

、
四

書

五

経

に
精

通

し

東

洋

思

想

に
精

通

し
た

中

国

人

、

大

脳

の

言

語

中

枢

と

国

際

的

感

覚

は
ア
メ
リ

カ
人

、
と
言

え

な
い
だ

ろ

う
か
。

一
つ
興

味

あ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
紹

介
し

よ
う

。「
美

術
」
と
い

う

語

を

名

付

け

た
の
は

、
天

心
で

あ

る
と

。
そ

れ

も
、
英

語
の

ま

の

翌

に

対

す

る
適

切

な

日

本

語

を
思

い
つ
い

た
の
が

、
友

人

ら

と
牛

鍋

屋

で

食

事

し
て
い
る
と

き
だ
そ

う
な

。

（
医

学

博
士
・
内

科
医

師

）


	page1

